様式３

提案内容説明書

提案テーマ名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　提案の背景

・提案の背景となる水域での課題について記載してください。
・上記課題について水中次世代モビリティをどのように活用して課題を解決するかを記載してください。
・水中次世代モビリティの製品化・サービス化に向けた実証事業であることを記載してください。
・過去に同業務で実施した取組の課題を解決する内容、発展させる内容で提案する場合、過去の取組により得られた成果及び課題について記載してください。

２　目的・目標
　
・上記記載の課題の解決策により達成する、本実証実験･試作開発の目的･目標を記載してください。
　なお、目標は定量評価可能な数値目標とし、事業終了後の報告書において達成度（%）や残された課題、その対応策について報告できるようにしてください。
・提案時点での技術成熟度(TRL)及び当該実験・試作開発により到達を目指すTRLを記載してださい。

３　提案の具体的な内容
(1) 具体的な提案内容及び取組内容

・本事業の趣旨に沿った提案内容を具体的に記載してください。
・提案内容が分かり易いように図などを用いて説明してください。
・独自性・先進性がわかるように記載してください。既存技術・製品があり、そのものに独自性・先進性がない場合でも、従来との比較において、低コスト化、安全性向上、効率向上、高性能・高機能化など新たな価値が付加される場合は、そのことを記載してください。
・提案内容を実現するための具体的な手段や取組内容について記載してください。

(2) スケジュール

・具体的な取組のスケジュールを記載してください。
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４　成果に係る事業化等の方向性（将来展開を含む）

　・本取組の成果により提案者が目指す事業化の方向性（将来展開を含む）、獲得したい技術等を記載してください。







５　本提案に対応した保有技術・能力・経験及び取組体制
　(1) 保有技術・能力・経験・関連業務の受託実績等

　・提案内容を実現するために必要な保有技術・能力・経験を記載してください。
　・これまでの本取組と関連した業務の受託実績等を記載してください。






　(2) 取組体制
　
　・提案内容の実現に向けて取り組む体制（社外協力者がある場合はそれを含む）、各担当企業等（複数の企業等で取り組む場合）の具体的役割及び具体的な従事者を記載してください。
　・取組体制においては、「水中次世代モビリティの製造・運用者」、「実証実験結果を評価するユーザー（地方自治体、水域を利用する事業者等）」が含まれていること。
　・実証実験の場合、実証実験に係る水域の利用に関する関係者の了解が得られている又は得られる見込みがあることについて記載してください。
